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北 の 度 は 、 弊社 の FM 一 7 0 33 を お 買上 
げ 頂 きま し て あり が と う ご ざ いま し た 。 

本 トラ ン シ ー バ ー の 正しい 使用 方 法 を 理解 
し て いた だ く た め に 、 御 使用 に な る 前 に 説明 
書 を お 読み いた だ き 本 機 の 性 能 を 充分 に 引き 
出し 御 利用 下さ る 様 に お 願い 申し 上 げ ま す 。 

厳重 な 出荷 検査 を 行っ て いま す が 、 万 一 故 
陣 等 が あり まし た 隙 は 迅速 な サー ビス を 行い 
ます の で 誠に お 手数 で す が 製 造 元 へ 直送 する 
か 又は 御 購入 店 へ お 申し つけ くだ さい 。 


注意 : 返送 の 際 は 輸送 時 の 破損 防止 の た め 
付属 の 発 久 ス チロ ー ル 、 及 び ダ ン ボ ー ル ケー 


ス に 入れ て 下さ い 。 
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el - 特 


本 機 は 無線 機 に 要求 され る 多 機能 性 と 人 間 工 学 的 に 取 
扱 易 いと 言う 2 つの テー マ を 長年 の 生産 経験 を 生か し た 
当社 独自 の プロ グラ ミン グ に よる マイ クロ コン ピュ ー タ 
ー と 多 機 能 ス イッ チ の 採用 に より 実現 し た 高 性 能 、 高 信 
頼 、 小 型 ト ラン シー バー で 次 の 様 な 多く の 特長 を 持っ て 
いま す 。 


カロ グラ カル タイ ZAI 

イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
ダイ アル の 1 クリ ッ ク の 周波 数 変化 を 2.5KHZ40 
KHz 迄 、2.5KHZ ス テッ プ で 希望 の ダイ アル ステ ッ プ 
に 変更 で きま す (出荷 時 は 10KHZ ) 


2 . プロ グラ マブ ル 送 受信 下限 周波 数 

イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
送受 信 下限 周波 数 を 430445MHZ 迄 、1MHZ ス テッ プ 
で 変更 で きま す (出荷 時 は 430HHZ) 。 


3 . プロ グラ マブ ル 送 信 上 限 周波 数 

イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
送信 上 限 周波 数 を 430445Hz 迄 、1HHz ス テッ プ で 
変更 で きま す (出荷 時 は 440HHZ) 。 


4. プロ グラ マブ ル 受 信 上 限 周波 数 

イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
受信 上 限 周波 数 を 430 て 445Hz 迄 、1HHZ ス テッ プ で 
変更 で きま す (出荷 時 は 440MHZ) 。 


5. プロ グラ マブ ルオ フ セ ッ ト 周 波数 

イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
オフ セッ ト 周 波数 を 0.5MHZ-8.0MHZ 迄 、0.5NHZ ス 
テッ プ で 変更 で きま す (出荷 時 は 5.0HHZ) 。 


6 . プロ グラ マブ ル ダ イ アル エッ ジ モ ー ド 
イニ シャ ライ ズ ユ ニッ ト の デー ター 変更 に より 、 
周波 数 の 上 限 、 下 限 で の ダイ アル 動作 を スト ッ プ 
又は エン ドレ ス 方 式 に 変更 で きま す (出荷 時 は ス 
トッ プ 方 式 ) 。 


7. ダイ アル SPEED 機能 
SPEED スイ ッ チ に より ダイ アル ステ ッ プ は 100KHz 
ステ ッ プ と な り 広 い バ ンド の 0QSY が 容易 に で きま す 


8. RIT 機 能 

RIT スイ ッ チ に より 送信 周波 数 を 変え る こと な く 
受信 周波 数 を 1KH2 ス テッ プ で キダ イア ルス テッ プ 分 
変化 させ られ 相手 局 へ の ゼロ イン が 可能 で す 。 又 本 
機 の RIT は ダイ アル 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 コ ー ル 
チャ ン ネ ル の 全て の 機能 に 対し て 可能 で す 。 


9. REVERSE 機 能 

REVERSE スイ ッ チ に より 送信 周波 数 を 受信 で きま 
す の で クロ ス オ ペ レー ショ ン や リピ ー タ ー 使 用 時 に 
相手 局 の 信号 強度 の 確認 や SIHPLEX 通 信 が 可能 か の 
判断 等 に 便利 で す 。 


10. プロ グラ マブ ル バ ン ド スキ ャ ン 
バン ドス キャ ン は メモ リー チャ ン ネ ル の 5ch と 10 
Ch に 書 込 まれ た 周波 数 の 間 を スキ ャ ン し ます の で 任 
意 の 周波 数 間 ス キャ ン の 設定 が で きま す (出荷 時 は 
433.000~439.990MHz ) 。 


1 1. 2 モー ドス キャ ン 機 能 
スキ ャ ン は BUSY チ ャ ン ネ ル と OPEN チャ ン ネ ル が で 
きま す の で WMAICH や 空 チ ャ ン ネ ル 授 し の 2 通り が で 
きま す 。 


1 2 . 多 チ ャ ン ネ ル メ モリ ー 
合計 11 チ ャ ン ネ ル の 多く の メモ リー チャ ン ネ ル を 
AA AA 


1 3 . オフ セッ ト の メモ リー 機能 
CALL 及 び 10 チ ャ ン ネ ル の メモ リー チャ ン ネ ル の 書 
込み 時 に オフ セッ トス イッ チ を + 又 は ー に セッ ト し 
て 書 込 む こと に より 送信 時 に は 受信 周波 数 に 対し て 
オフ セッ ト 周 波数 分 シフ ト し て 送信 し ます 。 


14. 4 モー ド メ モ リー 切替 機能 

メモ リー モー ドス イッ チ の 切替 に より ArB=1ch< 
10ch・A1ch<5ch・B=6ch10ch を ダイ アル で セレ 
クト で きま す の で 用 途 別 スキ ャ ン 等 に 便利 で す 。 
又 AXB=1ch>5ch が 受信 、6ch<10ch が 送信 と な り ク 
ロス オペ レー ショ ン が 出来 ます の で 特殊 な リピ ー タ 
ー の オフ セッ ト や 、 本 機 を トラ ンス パー ター の 親 機 
と し て の 利用 が で きま す 。 


15. メモ リー バッ クア ッ プ 機能 
本 機 の メモ リー チャ ン ネ ル 及 び ダ イア ル 周 波数 は 
内 臓 の Ni-Cd 電 池 に より バッ クア ッ プ され て いま す 
の で 電源 コネ クタ ー を 抜い て も 消去 し ませ ん 。 


16. LCD 周 波数 表示 
周波 数 表示 部 に 液晶 を 採用 し まし た の で 明る い 場 
所 で も 見 に くく な る こと は あり ませ ん 。 


1 7 . 2 種類 の メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 
ファ ンク ショ ンス イッ チ の 切替 に より 、M-CH で は 
メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表示 、N-FR で は 周波 数 表示 
と 2 通り の 表示 を 行い ます 。 


18 . トー ン オ ッ シ レ ー タ ー 内 諾 
TONE ス イッ チ に より 送信 時 に リピ ー タ ー ト ー ン を 
発生 し ます 。 
TNB-33 は 基板 上 の 419# に より 37 種 類 (67ー250.3HZ) 
の 発信 を 行い ます (出荷 時 は 88.5Hz) 。 
TONE-2033E は 送信 の 初め に 約 1 秒間 1750HZ の 発信 
を 行い ます (TONE-2033E は オプ ショ ン ) 。 


1 9 . 水晶 恒温 征 の 採用 
PLL 部 の 局部 発振 水晶 に 恒温 籍 を 装備 し 周囲 温度 
の 変化 に よる 周波 数 安定 度 を 高め て いま す 。 
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和 了 


各部 の 和 名 衝 と 使い 廊 
































ファ ンク ショ ン ツ マミ 
ダイ アル ツマ ミ の 機能 切替 ツマ ミ で す 。 
@VFO0 ダイ アル ツマ ミ は 周波 数 設定 ツマ ミ と し 
て 動作 を 行い ます 。 周 波数 の 上 限 及び 下限 
で アラ ー ム が 鳴り ます 。 
@H-CH ダイ アル ツマ ミ は メモ リー チャ ン ネ ル の 
切替 スイ ッ チ と し て 動作 し 、 表 示 は チャ ン 
ネル 番号 表示 と な り ま す 。 メモリー チャ ン 
ネル の 上 限 、 下 限 で アラ ー ム が 鳴り ます 。 
@H-FR ダイ アル ツマ ミ は メモ リー チャ ン ネ ル の 
切替 スイ ッ チ と し て 動作 し 、 表 示 は メモ リ 
ー 周 波数 表示 と な り ま す 。 メモリー チャン 
ネル の 上 限 、 下 限 で は アラ ー ム が 鳴り ます 
23 に 202200 え も 
ます 。 


候 CALL 


. ダイ アル ツマ ミ (REVERSE ス イッ チ ) 


ファ ンク ショ ンス イッ チ の 位置 に より VFO の 周 
に LN2430 gd220400 し に し (Li し 
又 こ の ダイ アル ツマ ミ を 押す こと に より REVERSE 
スイ ッ チ と し て 動作 し 、 送 信 周 波数 を 受信 し ます 


.・ ス キャ ンス イッ チ 


スキ ャ ンス イッ チ は ファ ンク ショ ンス イッ チ が 
VFO0 で は ダイ アル ステ ッ プ で バン ドス キャ ン と し 
て 動作 し ます (メモ リー チャ ン ネ ル の 5ch と 10ch 
の 周波 数 間 ) 。 又 ファ ンク ショ ンス イッ チ が H-CH 
で は チャ ン ネ ル 番 号 表示 で 、H-FR で は 周波 数 表示 
で メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ャ ン し ます 。 

尚 ス キャ ン 中 は 、 表 示 の 小数 点 が 点滅 し て スキ 

ャ ン 動 作 中 で ある こと を 知ら せま す 。 
@ BUSY 電波 が 入 感 す る と スキ ャ ン は 停止 し 、 
入 感 が 無く な る と スキ ャ ン を 再開 し ます 
スキ ャ ン の 停止 状態 を 解除 する 時 は ダイ 
アル 又は マイ ク の UP/DOMN ス イッ チ を 進 
め る こと に より 再開 し ます 。 

スキ ャ ン !|OLD で す 。 スキ ャ ン 停 止 周 
波数 で 送受 信 を する 時 は スキ ャ ン HOLD に 
し て 運用 し ます 。 

電波 の 入 感 の 無い 周波 数 で スキ ャ ン は 
停止 し 、 入 感 する と スキ ャ ン を 再開 し ま 
す 。 ス キャ ン の 停止 状態 を 解除 する 時 は 
ダイ アル 又は マイ ク の UP/DOMN スイ ッ チ 
を 進め る こと に より 再開 し ます 。 


人 @ HOLD 


@ OPEN 


の 


0 


. 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 表 示 
周波 数 表示 、 又 は メモ リー チャ ン ネ ル の 表示 用 
LCD で す 。 ファ ンク ショ ンス イッ チ が H-FR で は 運 
用 周波 数 を 5 桁 で 表示 し ます 。 ファ ンク ショ ンス 
イッ チ が NM-CH で は メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 
し ます 。 


RCV 
受信 状態 で 電波 が 入 感 し て スケ ル チ が 開い た 時 
に 上 京 捨 し ます 。 


・XMT 

送信 表示 LED で 送信 部 に 電圧 が 加え られ た 時 に 
点 廷 し ます 。 (バン ド エ ッ ジ で は 点 燈 し ます が 、 
OFF BAND に な る の で 電波 は 発射 され ませ ん ) 。 


SIIGAPWR イ ンジ クニ タニ リ 曰 D 
受信 信号 強度 (SIG ) 及び 送信 出力 (PMR) を 表 
示す る レベ ルイ ンジ ケー ター で す 。 


。 マイ クコ ネクター 
マイ ク の 接続 端子 で す 。 


し ます 。 


付属 の マイ ク を 接続 


TNB-33 が 接続 され て いる 時 は 88.5HZ を 連続 発信 し 
ます (周波 数 変更 可能 ) 。 
TONE-2033E が 接続 され て いる 時 に は 送信 開始 時 に 
約 1 秒間 1750HZ を 発信 し ます 。 


1. SQUELCH ツ マミ 


スケ ル チ 調 整 ツマ ミ で 無 信号 時 の ザー と 言う 
音 を 消す の に 使用 し ます 。 時 計 方 向 に 回 し て 雑 
の 消え る 位置 に セッ ト し ます 。 


雑 
音 


14. 


DE 





E 5a 

タ 波数 オフ セッ トス イッ チ で す 。 
EX ) で 送受 信 周 波数 は 同一 周波 数 と な り 
+ で は 送信 周波 数 は 受信 周波 数 に 対し て 
く 送 信 さ れ ま す 。 一 で は 送信 周波 数 は 
数 に 対し て 5.0HHZ 低 く 送 信 さ れ ま す 。 
0 ーーーー 
M 

ON- 

と 

計 


示 を 行い 送信 は され ませ ん 。 


FF と 音量 調整 を 兼用 し ます 。 ツマ ミ 
に より 介 且 は ON-OFF を 繰り 返し ます 
方 向 で 大 きく 、 反 時 計 方 向 で 小さ く な 


ORY MODE ス イィ イッチ 

ダイ アル ツマ ミ に より メモ リー チャ ン ネ 
ル の 1ch<10ch が 切替 られ ます 。 メモ リー 
スキ ャ ン は 1ch 一 10ch を 繰り 返し スキ ャ 
ン し ます 。 

ダイ アル ツマ ミ に より メモ リー チャ ン ネ 
ル の 1ch<5ch が 切替 られ ます 。 メモ リー 
0 人 し 02 
す 。 

ダイ アル ツマ ミ に より メモ リー チャ ン ネ 
ル の 6ch<10ch が 切替 られ ます 。 メモ リー 
スキ ャ ン は 6ch<10ch を 繰り 返し スキ ャ ン 

し ます 。 

@ AxB クロ ス オ ペ レー ショ ン 動 作 と な り ま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル 1ch5ch が 受信 、6ch 
て 10ch が 送信 周波 数 と な り ま す 。 1R-61, 
2R-7T,3R-8T,4R-9T,5R-101 の 組合 せ と な り 
ます 。 メ モリ ー ス キャ ン は 1ch<5ch の 受信 
周波 数 を 繰 り 返 し スキ ャ ン し ます 。 


WRITE スイ ッ チ 
メモ リー チャ ン ネ ル 及 び コ ー ル チャ ン ネ ル へ の 
周波 数 の 書込み スイ ッ チ で す 。 

又 、VFO で 使用 中 に 押す こと に より 、 現在 使用 
9 た LHS230 コ 72002 人 0 00082 
一 時 的 に 他 の 周波 数 に QSY し た 後 、 又 元 の 周波 
RI 人 2 あ ん あま 08 
し ます 。 
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UP/DOWN マ イク 


る こと な く 受 信 周 波数 の 微 調 
に 

キダ イア ルス テッ プ 分 ( 圭 
。 VF0, NH-CH, M-FR。 
ます 。 


1KHzZ ス テッ 
10KHZz ) の 微 調整 
CALL の 全て の 機 


SPEED スイ ッ チ 
ダイ アル の 周波 数 ステ ッ プ は 100KHZ ス テッ プ と 
な り 、 周 波数 の 早送り 動作 に 使用 し ます 。 


ANT 端 子 
H 型 アン テ ナ 入 力 端 子 で す 。 
ス は 500 で す 。 


L I NE 上 端子 (電源 ) 
DC 電源 端子 で す 。 
用 くだ さい 。 電源 電圧 は 13.8V ( 土 15% ) 
地 で す 。 赤色 が 十 、 黒 色 が 一 で す 。 


EXTーSP 端 子 
外部 スピ ー カ ー 人 端子 で す 
は 80Q で す 。 付 属 部 品 の プラ 


PTT ス イッ チ 
送信 用 プレ スト ー ク スイ ッ チ で す 。 


DN (DOWN ) スイ ッ チ 

ファ ンク ショ ンス イッ チ が VF0 で は 設定 周波 数 
を 1 ステ ッ プ きざみ で 下げ ます 。 ファ ンク ショ ン 
スイ ッ チ が NM-CH、H-FR で は メモ リー チャ ン ネ ル を 
小さ い 方 向 に 切替 ます 。 下限 まで 切替 ます と アラ 
ー ム が 鳴り ます 。 RIT ス イッ チ が ON の と き に は 受 
信 周 波数 を 1KHz2 ス テッ プ き ざ み で ダイ アル の 1 ス 
テッ プ 分 迄 下げ ます 。 


UP スイ ィ イッチ 

ファ ンク ショ ンス イッ チ が VFO で は 設定 周波 数 
を 1 ステ ッ プ きざみ で 上 げ ま す 。 ファ ンク ショ ン 
スイ ッ チ が H-CH、M-FR で は メモ リー チャ ン ネ ル を 
大 きい 方 向 に 切替 ます 。 上限 ま で 切替 ます と アラ 
ー ム が 鳴り ます 。 RIT ス イッ チ が ON の と き は 受信 
周波 数 を 1KHZ7 き ざ み で ダイ アル の 1 ステ ッ プ 分 迄 
上 げ ま す 。 


し 


整合 イン ピー ダン 


付属 の 電源 ケー こら 


0 こ ニュ ン 0224 


5 
を 制作 くだ さい 。 








メモ ワー へ の 吉 込 み 廊 法 
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1. CALL チ ャ ン ネ ル 是 昌 車 衣 林 衝 し レ し て の 表 付 
ダイ アル で 周波 数 を 設定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン 
スイ ッ チ を CALL に 切替 ます 。 書 込み スイ ッ チ を 押し 1. ブラ ケッ ト を 付属 の 4X12mm の セル フタ ッ ピ ング ビス 
まり 9 と 平 ワ リッ シ ャ ー で 車 の ダッ シュ ボー ド 等 に 取付 ます 。 
ビス は セル フタ ッ ピ ング で すか ら 3mm の 穴 を あけ て ね 
AE りー の 22 ネ 7 じ 込 ん で 下さ い 。 
ダイ アル で 周波 数 を 設定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン 
スイ ッ チ を H-CH に 切替 ます 。 ダ イア ルツ マミ を 回 し 2. セッ ト の 固定 は 付属 の セッ ト 固 定 ビ ス で 固定 し ます 
て メモ リー チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 書 込み スイ ッ 前 後方 向 と 上 下 角度 が 変え られ ます か ら 使 い 易 い 位 軒 
チ を 押し ます 。 に 固定 し ます 。 
3③. バン ドス キャ ン 人 範囲 の 設定 3 . ANT 端 子 に アン テ ナ の 周 軸 ケー ブル を 接続 し ます 。 


バン ドス キャ ン 周 波数 の 上 限 と 下限 を メモ リー チ 


ャ ン ネ ル の 5ch と 10ch に 書込み ます 。 尚 5ch、10ch は 4. DC 入力 端子 に 附属 の 電源 ケー ブル を 接続 し ます 。 


上 限 周波 数 又は 下限 周波 数 の いずれ を 入れ て も か ま ケー 


いま せん 。 出来 
注意 : 上 限 周波 数 は 使用 周波 数 の 上 限 よ り 1 ク リッ 下さ 
ク 以 上 低い 周波 数 を 書 込 ん で くだ さい 。 
( 例 : 439.990MHZ 以 下 ) 5 斉 M 


4. メモ リー チャ ン ネ ル の スキ ッ プ スキ ャ ン 
10 チ ャ ン ネ ル の メモ リー チャ ン ネ ル の 中 、 使 用 し 
な い チ ャ ン ネ ル を スキ ッ プ させ て スキ ャ ン し た い 時 


に は 下限 周波 数 を 書込み ます 。 加入 


例え ば 、2ch と 3ch に 0.000HHZ を 書込み ます と スキ ャ 
ン は 2ch と 3ch を 飛ば し て スキ ャ ン し ます 。 1. 本 
置い 


5. メモ リー チャ ン ネ ル へ の オフ セッ ト 設 定 ツマ ミ 


ダイ アル で 周波 数 を 設定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン に 
スイ ッ チ を H-CH に 切替 ます 。 ダ イア ルツ マミ を 回 し 
て メモ リー チャ ン ネ ル を 設定 し ます 。 オフ セッ ト 2. 電 


スイ ッ チ を 目的 の 十 又 は ー に セッ ト し ます 。 書 込み ます 。 


スイ ッ チ を 押し ます 。 る も 


同様 
6. CALL チ ャ ン ネ ル へ の オフ セッ ト 設 定 
ダイ アル で 周波 数 を 設定 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン 往 
スイ ッ チ を CALL に 切替 ます 。 オ フ セ ッ トス イッ チ を 
目的 の 又は ー に セッ ト し ます 。 書 込み スイ ッ チ を 


押し ます 。 
2 


ブル は 赤色 が 、 黒 色 が ーー です 。 電 源 へ の 接続 は 
る だ け 電 源 イ ン ピ ー ダ ンス の 低い 場所 に 接続 し て 
い (バッ テリ ー へ 直接 、 ヒ ュー ズボッ クス 等 ) 。 


(端子 に 附属 の マイ クロ フォ ン を 接続 し ます 。 


往 意 :・ セッ ト の 取付 場所 は ヒー ター の 吹き 出し 口 
や 通気 の 悪い 場所 を 避け て 下さ い 。 


欄 と し て の 取 付 


機 の 下 側 に は ゴム 足 が つ いて いま すか ら そ の まま 
て も 使用 出来 ます が 、 少 し 上 向き に 設置 し た 方 が 
類 の 操作 性 が 良い の で ブラ ケッ ト を 車 戦時 と は 
下 側 に 取付 ます 。 


源 と し て は バッ テリ ー 又 は 直流 安定 化 電源 を 用 い 
安定 化 電源 と し て は 電流 容量 の 充分 に 余裕 の あ 
の を 使用 し て 下さ い 。 そ の 他 に つい て は 車載 機 と 
で す 。 


意 : 本 機 は マイ クロ コン ピュ ー タ ー 制 御 で す の で 、 
RIT は 他 の ファ ンク ショ ン に 対し て 優先 勤 作 
を し ます の で 次 の 点 に 御 注意 下さ い 。 

RIT が ON の 状態 で は メモ リー チャ ン ネ ル の 切 
替 は 出来 ませ ん (メモ リー 周波 数 の RIT を する ) 。 
RIT が ON の 状態 で は SPEED 機能 は 動作 し ま 

せん (ダイ アル 周波 数 の RIT を する ) 。 
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4 . 可 踏 の 説明 


介 受 信 部 


玉 高 周波 増幅 部 

アン テ ナ コ ネクター か ら の 信号 は リア ー ユ ニッ ト の 
17.L6,C26,C25,C24 で 構成 され た ロー パス フィ ルター 
を 通っ て メイ ン ユ ニッ ト の 入力 端子 1 に 入力 され ます 
信号 は GaAS- FET Q1.02 で 高周波 増幅 し 、L3.L4 の ヘリ 
カル レゾ ネー ター に より バン ド 全 域 の 感度 を 一 定 に 保 
持 し 、 バ ンド 外 信号 を 減 誤 させ 第 1 ミク サー の FET 03 
の 第 一 ゲー ト に 加え られ ます 。 


一 第 1 ミク サー 回 路 

J2 の VCO か ら の 200MHZ 帯 の ロー カル 信号 は Q4 で 400 
HHZ 帯 に 2 通信 され 、03 の 第 二 ゲ ー ト に 加え られ ドレ イ 
ン よ り 第 1 中 間 周 波数 の 21.4MHZ に 変換 出力 され ます 。 


田 第 ] 中 間 周 波 増幅 回 路 

21.4HHZ に 変換 され た 信号 は 通過 帯域 巾 が 15KHZ/3B 
の 水晶 モノ リ シ ッ ク フ ィ ルターXF と IL6,.L7 の フィ ル タ 
ー に より 更に 帯域 外 信号 を 減衰 させ ET Q5 で 1 段 増幅 
し て 次 段 の 1C2 に 加え られ ます 。 


一 第 2 ミク サー … 検波 回 路 

IC2 は 第 2 局部 発振 回 路 、 第 2 ミク サー 回 路 、 第 2 中 間 
周波 増幅 回 路 、 振 幅 制 限 回 路 、 ク オド ラチ ュ ア 検波 回 
路 、 雑 音 増幅 回 路 、 ミ ュー ト 回 路 を 持つ 1 チッ プ 多 機 
能 1C で 、 外 付 部 品 が 少な く 信 頼 性 を 高め て いま す 。 

信号 は IC2 の ピン 16 に 入力 され 、 ピ ン 1、 ビ ピン 2 の 水 
品 X に よる 第 2 局部 発振 信号 と 混合 され 第 2 中 間 周 波数 
455KHZ に 変換 され ピン 3 に 出力 され ます 。 

出力 信号 は 通過 帯域 +6KHZ/606 の セラ ミッ ク フ ィ ル 
ター C[ を 通過 し ピン 5 に 加え られ 増幅 、 振 幅 制 良さ れ 
ます 。 振幅 制限 され た 信号 は ビン 7、 ピ ン 8 よ り 出力 さ 
れ L9 の クオ ドコ イル と 【IC 内 部 の クオ ドラ チュ ア 検 流 
回 路 で 検波 され 、 ピ ン 9 に 低 周波 信号 を 出力 し ます 。 


画 低 周波 電力 増幅 回 路 

IC2 の ピン 9 か ら の 低 周波 信号 は 1C1 の ピン 7 に 加え ら 
れ 内 部 の デ エ ン フ ァ シ ス 回 路 を 通り ピン 8 に 出力 され 
音量 調整 VR を 通り 低 周 波 電力 増幅 、IC5 の ピン 4 に 加え 
られ 、 ピ ン 9 に 出力 、 ス ピー カー に 接続 され ます 。 


還 ス ケル チ 回 路 

IC2 の ピン 9 に 出力 され た 検波 信号 は 【C1 の ピン 7 に 加 
えら れ 内 部 の ロー パス フィ ルター 回 路 、 ス ケル チコ ン 
トロ ー ル 回 路 に 加え られ ます 。 ス ケル チコ ント ロー ル 
は 1C1 の ピン 1, ピ ン 4 に 接続 され た スケ ル チ VR に より コ 
ント ロー ル さ れ ま す 。 


弄 受 信 シ グ ナ ル メー ター 回 路 

シグ ナル メー ター 信号 は セラ ミッ ク フ ィ ルターCF の 
出力 側 よ り IC3 の ピン 1 に 入力 増幅 し 、 ビ ン 6 よ り 出 力 
され 、01.02 に より 倍 電圧 整流 し て シグ ナル メー ター 
感度 調整 VR1 を 通り 、 表 示 ユ ニッ ト の IC1 の ビン 3 に 入 
力 し AD 変換 し て LED レ ベル メー ター0D3 を 点 燈 させ 相対 
的 な 信号 強度 を 指示 し ます 。 


玉 RCV ラ ンプ 回 路 

メイ ン ユ ニッ ト の IC2 の ビン 13 の ミュ ー ト 信号 に よ 
り Q6 を スイ ッ チ し て 表示 ユニ ッ ト の RCV LED D1 を 駆動 
し ます 。 LED は スケ ル チ が 開い た 状態 で 点 粒 し 、 信 号 
の 入 感 し た こと を 示し ます 。 


還 スキ ャ ン 用 セン ター 検出 回 路 

本 機 は 2.5KHzZ ス テッ プ の 周波 数 変化 迄 対応 出来 る た 
め 、 バ ンド スキ ャ ン で 強い 信号 を 受け た 時 RCV 信 号 の 
み で スキ ャ ンコ ント ロー ル を 行う と 、 手 前 の チャ ン ネ 
ル で 停止 し て し まう と いう 不都合 が 生じ ます 。 この 不 
都合 を 除去 する た め 本 機 の BUSVX ス キャ ン で は ディ スク 
リ の セン ター 信号 を 検出 し て RC 信号 と AND を と り 正 確 
な 周波 数 で スキ ャ ン の 停止 を 行わ せ て いま す 。 

セン ター 信号 は IC2 の ピン 9 (4⑩ 土 1V) を 検出 し 1C4 
の ピン 1、 ピ ン 2 に 入力 し 、4V 土 10 の と きのみ ピン 3 に 
反転 出 カ し ます 。 出力 は BUSVY コ ント ロー ル の ビン 13 
に 入力 し ビン 11 に 出力 し ます 。 この 出力 は ピン 9 に 入 
カカ され 、 ピ ン 8 の RCV 信 号 と AND を と り 、RCV 信 号 と セン 
ター 信号 が 合致 し た と きのみ ピン 10 よ り ス キャ ンコ ン 
トロ ー ル 信号 を 出力 し ます 。 OPEN スキ ャ ン の 場合 は 
セン ター 信号 は 不要 の た め 、 ビ ピン 12 を し レベル に し て 
スキ ャ ン 停 止 信号 は RCV 信 号 の み で 動作 させ ます 。 


信 送 信 部 


画 マ イク 増幅 回 路 

マイ ク か ら の 音声 信号 は メイ ン ユ ニッ ト の VR3 で レ 
ベル 調整 を し て IC6 で 増幅 し IC7T の アク ティ ブフ ィ ル タ 
ー に よる プリ エン ファ シス と 拓 幅 制限 を 行い VR4 に よ 
り 最 大 周波 数 偏 移 を 設定 し て J7 よ り 出 力 し 、PLL ユ ニ 
ッ ト の D1 に 加え 、VC0 に 直接 変調 を 掛け ます 。 


還 送 信 増 幅 回 路 

PLL ユ ニッ ト か ら の VC0 信 号 は 、J8 よ り 入力 され 07 で 
400MHZ 帯 に 2 人 授 信 し て 0Q8.Q9 に より 約 0.5W に スト レー ト 
増幅 され 、J9 に 出力 し ます 。 


加 パ ワー ブー スタ ー 回 路 

メイ ン ユ ニッ ト の J9 か ら の 出力 は リア ー パ ネル の 
バ パワー ブー スタ ー、1C1 に 加え られ 10W 以 上 に 増幅 し ま 
す 。 出力 は アン テ ナ ス イッ チ ダ イオ ー ド 0D2 を 通り 16、 
L7,C24,C25.C26 に よる ロー バス フィ ルター で 高調 波 を 
除去 し て アン テ ナ 端 子 4 に 出力 され ます 。 


還 和 PC 回 路 

APC 回 路 は パワ ー ブ ー ス ター ユニ ッ ト の D4 に より 出 
力 を 整流 し て VR1(HIGH) 、VR2 (LO0W) の パワ ー 設 定 用 VR 
を 通り Q103 の APC 回 路 に より IC-1 の ドラ イ バ ー の 電 
源 電圧 を 変化 させ て パワ ー コ ント ロー ル を 行い ます 。 
一 方 コン ビ ピュー ター か ら の 送信 停止 信号 は P2 よ り D1 を 
通り APC 回 路 に 加え られ IC-1 の ドラ イ バ ー へ の 電圧 を 
下げ て 送信 を 停止 させ ます 。 


男 送 信 レ ベル メー ター 回 路 

パワ ー ブ ー ス ター ユニ ッ ト の D6 に より 送信 出力 を 整 
流し て P5 より 表示 ユニ ッ ト の 送信 メー ター 調整 用 の 
VR1 を 通り IC1 の ピン 2 に 入力 し 、A/D 変 換 し て LED レ ベ 
ル メ ー タ ー 03 を 点 燈 さ せ 送 信 強 度 を 指示 し ます 。 


@PLL 部 


一 VCO 回 路 

VC0 回 路 は L1, 02.01 に より 構成 され 、 受信 時 に は 204 
MHz 帯 、 送 信 時 に は 215HHZ 帯 を D3 に より 切替 て 発振 さ 
させ 、02,03 で 緩衝 増幅 し て 04,05 の スイ ッ チ を 通し て 
J1 よ り 出 力 し ます 。 周波 数 の 制御 は 位相 比較 器 か ら 
の 直流 制御 電圧 を バリ キャ ッ プ ダイ オー ド 0D2 に 加え て 
周波 数 を 制御 、 ロ ッ ク し ます 。 


一 PL 局 発 、 ミ クサ ー 回 路 

受信 時 は X1, 6.06 に よる VX0 回 路 で 構成 され ます 。 
周波 数 の 設定 は VR1 に より D6 へ の バイ アス 電圧 を 変化 
させ て f0 を 設定 し ます 。 又 J3-3 の コン ピュ ー タ ー か ら 
の RIT 電 圧 は VR2 を 通り 06 へ の 電圧 を 変化 させ て 1KHZ ス 
テッ プ の 変化 を させ ます 。 

送信 時 は X2,D7,Q6 に よる VX0 回 路 で 構成 され ます 。 
周波 数 の 設定 は VR3 に より D7 へ の バイ アス 電圧 を 変化 
させ て f0 を 設定 し ます 。 又 J3-3 の コン ピュ ー タ ー か 
ら の RIT 電 圧 は VR4 を 通り D7 へ の 電圧 を 変化 させ て 目的 
の 周波 数 変化 を させ ます 。 

06 の 局 発出 力 は 05 に より 9 通 倍 し 、L7.010 と L6,0D11 
の バン ド パ ス フィ ルター を 通り ミク サー の 07 に 加え ま 
す 。 一 方 VCO 出 力 は Q4 に より 1 段 緩衝 増幅 し て Q7 に 加え 
1.8356.835HHZ に 変換 出力 し 、L11.C45,C46 に よる ロ 
ー パ ス フ ィ ル ター を 通し て 不要 高調 波 を 除去 し 、Q8 に 
より 緩 衛 増幅 し て IC2 の ビン 9 に 位相 比較 信号 と し て 加 
えら れ ま す 。 


軒 PLL 回 路 

1C2 は 基準 周波 数 発振 器 及び 分 周 器 、 位 相 比 較 器 、 
プロ グラ マブ ル 分 周 器 、 デ ー タ ー ラ ッ チ で 構成 され た 
PLL ISI で す 。 

基準 発振 は ピン 2, ビン 3 に 接続 され た 水 品 X3 に より 
4.5HHz を 発振 し ビン 48 に 与え られ た デー ター に より 
17900 に 分 周 さ れ 正確 な 基準 周波 数 5KHZ を 発生 し ます 

一 方 08 の 出力 信号 は IC2 の ピン 9 に 加え られ ピン 
4 ご 8 に 与え られ た コン ビ ピュー ター か ら の 周波 数 設定 デ 
ー タ ー に より 分 周 さ れ 、 基 準 周波 数 と 位相 比較 し て そ 
の 位相 差 に 対応 し た バルス を ピン 15 に 出力 し ます 。 
この 出力 は 0Q10,.011 で 構成 され た アク ティ ブロ ー パ ス 
フィ ルター 回 路 に より 直流 変換 し 、VCO の 周波 数 制御 
電圧 と し て J2 よ り 出 力 し ます 。 

ピン 13 は PLL の UNLOCK 時 に H レ ベル を 出力 し て 、09 を 
スッ チ し て 03 の 電源 電圧 を 下げ て 、VC0 の 出力 を 停止 
し ます 。 






@ コ ント ロー ル 部 


本 機 の 多 機能 は 当社 オリ ジ ナ ル の 1 チッ プ マ イク ロ 
コン ピュ ー タ ー HP-5366 に よっ て 実現 され て いま す 。 
MP-5366 は K1-K8,L1 て L8 の 各 4BIT の 入力 、R0 て R15 の 
時 分 割 出力 、00 て 07 の デコ ー ド 出力 を プロ グラ ミン グ 
する こと に より 各種 デー ター の 入出 力 を コン トロ ー ル 
し て いま す 。 


功 CPU デー ター の 初期 化 

HP-5356 の R4,R7-R11 の 各 出 力 を K1-K8 の 各 入 力 に 
イニ シャ ライ ズ 基 板 INIT-7033J) の ダイ オー ド マ ト リク 
ス (2 進 コー ド ) で 指示 する こと に より CPU に 各種 動作 
条件 を 指示 し ます 。 各々 の 条件 は 表 1 の 通り で す 。 


一 CPU の デー ター 出力 
表 2 を 参照 


還 CPU の 入出 力動 作 
表 3 を 参照 


罰 内 臓 ニ ッ カ ド 電 池 の バ ッ ク ア ッ プ 回 路 

電源 が 0FF「 す る と コン トロ ー ル 部 の 5V 電 位 が 落ち 初 
め 、Q2 は カッ ト オ フ と な り 、R12 端 子 の 出力 は D5 を 通し 
て K8 に 入力 され 電源 0FF を CPU に 指示 し ます 。 
CPU は 全 出 力 を ハイ イン ビー ダン ス に し ます 。 更に 電 
圧 が 下り ます と Q1 が カッ ト オ フ と な り CPU の HLT 端子 は 
レベ ル と な り 、CPU は バッ テリ ー で バッ クア ッ プ され 
低 消費 電流 モー ド に 切り 替り ます 。 


較 ア ラー ム 回 路 

アラ ー ム 信号 は CPU の R6 端 子 よ り 出 力 され ます 。 
この 出力 は IC3-3, IC3-4 に よる ワン ショ ヨット マ ル チ で 
バ パルス 中 を 広げ 、【C3-1.IC3-2 に よる マル チバ イブ レ 
ー タ ー を スイ ッ チ し 、 約 4KHZ の 発振 を させ 、1IC2-3 の 
バッ ファ ー を 通し て アラ ー ム を 駆動 し ます 。 


罰 波 晶 回 路 

CPU か ら の 4BIT の 並列 デー ター, STD 信 号 , CE 信号 と 
1C2-1.IC2-2 に よる フレ ー ム クロ ッ ク を ICD 表 示 ユ ニッ 
ト の 液晶 ドラ イ バ ー TP0401 に 入力 し 、 5 桁 の 液晶 表示 
LD-200 を ダイ ナミ ッ ク ド ライ ブ し ます 。 

































































【 表 一 1 プロ グラ ム の 初期 化 】 
に 
項目 入出 力 回 路 。 | 基準 周波 数 | 倍率 絶 囲 (2 進 ) | 本 概 の 朗 定 
| 周波 数 倍率 (周波数 )| 財 数 | 
DSTEP( タ 2797* ) R11 っ K1 て K8 2.5KHZ x1 て 16(0) x4 10KHz 
OFFSET R10 っ K1 て K8 500KHz x116(0) 騰 40 | 5MHZ 
THFE (送信 上 限 周波 数 ) R9 っ K1 て K8 1MHZ 0~15 +10MHZ | | 
HFE (受信 上 限 周波 数 ) R8 っ K1 て K8 1HHz 0 一 15 +10HHZ | 440NHZ 
LFE (送受 信 下 恨 周波 数 ) | R7 っ KICK8 | 1MHZ 0 こ 15 10 | 430MHZ 
UNF(47t ッ ト 作 率 切 人 NM っ MK4 100/5006NZ | オフ セッ ト 革 液 数 は 5006HZ に な る 。 
EDLS( 人 ダ 伯 肛 2 タ "モー ト " ) R4 っ K2 ダイ アル は エン ドレ ス 動 作 と な る 。 
【 表 一 2 デー ター 出力 表 ] 
に コー 
項目 デー 信号 | タ ミ y が 信号 | 動作 内 容 
RIT 出 力 04~07 R10,R11 IC4 (04 こ 07) よ り RIT デ - を (BCD), IC4(R10,R11) よ り 
ぅ 92" MA が 出力 され 1C5(4BITX2227) の 抵抗 トリ り 24 で 
0-A 変換 され PLL へ の RIT 電圧 を 出力 し ます 。 
PLL 出 04<07 R15 IC4 (04 て 07) よ り PLL デ - タ -(BCD) ,IC4(R15) よ り デ - た 
の ぅ 9" 4 が 出力 され PLL の 7 ロア 有人 ー の 分 
周 比 を 設定 し ます 。 
表示 出力 00<03 R7,R8 IC4 (00 て 03) よ り の 表示 デ - タ - (BCD) を LCD ト "2 人 "ー 
に 出力 し ます 。IC4(R7,R8) は LCD ト 21- の CE,STD に 
出力 され ア -%- は 読込 、 セ ッ ト さ れ ま す 。 














【 表 一 3 その 他 の 機能 の 入出 力動 作 】 































































































項目 入出 力 回 路 | 動作 内 容 

|VPO 7722237 74 RO っ NC ダイ を VFO と し て 動作 。 

NH-CH (7722237 49 RO っ K1 ダイ 7 を 7E り - れ 2 の 切替 に する (番号 表示 ) 。 
H-FR (77y2237 412 Ts ダイ 7 を 注 り - れ 7 の 切替 に する (周波 数 表示 ) 。 
[wu (7722937 249 RO っ K4 CALL #? に 切替 。 

AtB ( り -E- ド " 247) | R1 っ K2 7 モリ り - れ 7f の 1 一 10ch が 選択 出来 る 。 」 
A  (XE り -E- ド ' 419 の | RONC 7f り - れ 7 補 の 1 て 5ch が 選択 出来 る 。 

B (9-EN' 449) | RI っ K1 7 パ り - れ 2 禄 の 6 て 10ch が 選択 出来 る 。 

AXB (f り -E- ト ' 409) | R1 っ KA | 受信:1ー5. 送 信 :610ch の 4 に 3 。 
|omW (44t〉 9 mesm OPEN #?402ft〉 を 指示 。 ] 
HOLD (2tw〉 42 wae 4tY? の 停止 を 指示 。 TH 
BUSY (24w〉 4492) R2 っ K2 BUSY #〉42 和 t〉 を 指示 。 
+ (te ト 9 R2 っ K4 送信 周波 数 を +5HHZ27 ト させ る 。 

$ (7 も y ト 47? R2 っ NC 送受 信 周 波数 を 周一 動作 に する 。 

ー (7W9 ト 9 R2 っ K8 送信 周波 数 を -5MHZ7 ト させ る 。 ] 
MRITE(WRITE 12 R3 っ K1 7 り - 及 び CALL チ Y> 禄 へ の 書込み 。 

SPEED(SPEED4? カ R3 っ K4 ダ が 7 を 100KHZ4727* に 切替 。 

RIT (RIT 4? R3 っ K8 が 人 7 を 1KHZ2797* , 土 10KHZ 動 作 に 切替 。 
REVERSE(97 PUSH) R3 っ K2 | 送信 周 没 数 を 受信 させ る 。 
| 信介 8 RS っ APC | 周波 数 が IHFE を 越え る と 出力 。 ] 
ALARH(75-& 信 号 ) R5 っ ALARH | 周波 数 及び リ -#? 宙 の 上 限 と 下限 で 出力 。 

SCN (74tw〉 信 号 ) R12 っ SCN tt〉 の 開始 , 停 止 を 指示 。 
| T9 、( 信 信和 ) R12 っ K4 iis 

DIAL(WP) R13 っ K1 7 に よる 周波 数 及び パリ り - れ 74k の UP 信号 。 | 
[uem R13 っ K2 ダイ 7 に よる 周波 数 及び パリ り -ft〉? 宙 の DOMN 信 号 。 
HIC(UP) R13 っ K4 v⑰ に よる 周波 数 及び パリ -#*> 祝 の UP 信号 。 ] 
HIC(DOMN) R13 っ K8 Y 作 に よる 周波 数 及び 尋 リ - れ 〉 祝 の DOMN 信 号 。 











5 . 内 部 写 契 一 上 画 
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三 590 三 


SG- 請 3 


注意 : 調整 は 水晶 の 恒温 逢 が 安定 し た 1 分 経過 し た 後 か 
ら 調整 し ます 。 


@PLL 部 


1. PLL 局 部 発振 
スペ アナ を Q7 の ベー ス に 接続 。 
波高 最大 に 調整 (f=202.465HHZ) 。 


2. VCO の ロッ ク (ダイ アル =430.000MHZ) 
スペ アナ を TP1 に 接続 (f=204.300HHZ) 。 電圧 計 を 
TP3 に 接続 (測定 電圧 =1V) 。 電 圧計 を 1.0V に な る 様 
に L1 を 調整 。L4 を 回 し て スペ アナ の 流 高 最大 に 調整 


3. PLL へ の 入力 
スコ ー プ を TP2 に 接続 (測定 電圧 =1V) 。 
a) RX 
L5,17.L6 を 回 し て スコ ー プ の 波高 最大 に 調整 
(1V/P-P min)。 
b) TX 
送信 状態 に し ます 。 ス コー プ の 液 高 が 1V/P-P 
以上 ある こと を 確認 。 


. fo 調整 (ダイ アル =430.000NHZ ) 
a) RX 
TP1 に 周波 数 カウ ンタ ー を 接続 。VR1 を 回 し て 
204.300NHZ に 調整 。 
b) TX = 
TP1 に 周波 数 カウ ンタ ー を 接 統 。 送信 状態 に 
し ます 。VR3 を 回 し て 215.000MHZ に 調整 。 


5 清 上 RI 
8 ) 


L7,16 を 回 し て 


RX 
TP1 に 周波 数 カウ ンタ ー を 接続 。 ダイ アル を 
430.009HHZ に セッ ト 。VR2 を 回 し て 204.304.5 


ダイ アル ステ ッ プ の KHz 台 以 下 が 0 で な いと き 
の み 調 整 が 必要 で す (5KHZ,12.5KHZ 等 ) 。 
VR4 を 回 し て 目的 の 送信 周波 数 に な る 様 に 調整 


6 . 基準 周波 数 の 確認 
TP1 に 周波 数 カウ ンタ ー を 接続 。 ダイ アル を 下限 
周波 数 か ら 上 限 周波 数 迄 変化 させ て 、 土 200HZ 以内 
で ある こと を 確認 。 上 限 周波 数 が ずれ る 場合 は 基 失 
水晶 (4.5HHZ) の C59.C60 の 値 を 補整 し ます 。 


信 部 


1 . 第 2 局部 発振 周波 数 
周波 数 カウ ンタ ー を 1IC-1(TK10420) の ピン 2 に 接続 
(負荷 容量 を 小 く ) 。 発振 周波 数 が 20.945HHZ/ 圭 
200Hz で ある こと を 確認 。 


2. 高周波 増幅 部 
ANT 端 子 よ り 435.000HHZ を 入力 。『P に 電圧 計 を 接 
続 。 VC1.VC2,L6ーL8 を 回 し て 電圧 計 を 最大 に 調整 





Ft に = 


3F IS IIG メ ニー タニ 
ANT 端 子 より 435.000HHZ/+10dB を 入力 。 メー ター 
LED が 全部 点 燈 す る 様 に VR1 を 調整 。0dB 入 力 で ILD が 
17 以 上 点 料 する こと を 確認 。 


4 . ディ スク リ 
ANT 端 子 よ り 435.000HHZz/+10dB/ 土 3KHz/1KHZ を 入 
力 。 ス ピー カー 端子 に 電圧 計 を 接続 し て メー ター 最 
大 に 19 を 調整 。 


5. スキ ャ ン セ ンタ ー 
ダイ アル を 435.000MHZ に セッ ト 。 ANT 端子 より 
434.998MHZ(435HHZ-2KHZ) を 入力 。 IC6(TC4011) の 
ピン 13 に 電圧 計 を 接続 。 VR2 を 時 計 方 向 か ら 反 時 計 
方 向 に 回 し て 行き 電圧 計 が 4 つ 0V に スイ ッ チ する 点 
に セッ ト し ます 。 ダ イア ル を 1 クリ ッ ク 変 化 さ せ て 
0 っ 4V に スイ ッ チ する こと を 確認 。 


6 . スケ ル チ 感 度 の 確認 
スケ ル チ VR を ノイ ズ の 消え る 点 に セッ ト し 、ANT 
端子 より 信 兄 を 入力 し て -10dB で スケ ル チ が 開く こ 
と を 確認 。 


7. SINAD の 確認 
ANT 端 子 よ り 435.000MHZ/+26dB/3KHZ/1KHZ の 信 
号 を 入力 。 ス ピー カー 端子 に 歪 率 計 接続 。 歪 率 計 
の 入力 が 1V に な る 様 に VOLUHE を 調整 。 
AHAUST2X2L4AAAAOUMNK2GG 
確認 


人 @ 送 信 部 


ANI 端子 に ダミ ー ロ ー ド 電力 計 、 周 波数 カウ ンタ ー 
と スペ アナ を 接続 。 


1 、 電 力 増幅 部 
リア ー ユ ニッ ト の VR1(HI) を 反 時 計 方 向 一 杯 に 回 
し て APC を 解除 し ます 。 送信 状態 に し て メイ ン ユ ニ 
ッ ト の VC3.VC4 を 回 し て 出力 最大 に 調整 。 


2. 変調 部 
メイ ン ユ ニッ ト の J6 の ビン 1 に 低 周 波 発振 器 を 接 
続 。ANT 端 子 に F 直 線 検波 器 を 接続 。 
a ) 低 周波 発振 器 の 出力 を 1KHz/25WV に t ッ ト 。 送信 
状態 に し て 周波 数 変 移 が 土 5HZ に な る 様 に VR4 を 


調整 。 
b ) 低 周 波 発振 器 の 出力 を 1KHZ/2.5mV に ty ト 。 送信 
3 4.5KHZ に な る 様 に VRS3 
を 調整 。 


3 . 出力 の 調整 
a ) 出力 切替 スイ ッ チ を LO に セッ ト 。 送信 状態 に 
し て 出力 計 が 1W に な る 様 に リア ー ユ ニッ ト の VR2 
を 調整 。 本 
b ) 出力 切替 スイ ッ チ を HI に セッ ト 。 送信 状態 に 
し て 出力 計 が 10H に な る 様 に リア ー ユ ニッ ト の VR1 


を 調整 。 
注意 : 必 ず L0 の 調整 を 先 に し ます 。 





4 . 送信 レベ ル メ ー タ ー 
HI で 送信 し て LED レ ベル メー ター が 全部 点 半 する 
様 に LED 表 示 基板 の VR1 を 調整 。 次 に LO で 送信 し 
て LED レ ベル メー ター が 3? よ り 少 な く 点 燈 す る こ 
と を 確認 。 


5. TONE 発 振 器 の 調整 
UI0J0 タ ター に 接続 
8 
TONE ス イッ チ を ON に し て 送信 状態 に し ます 。 
周波 数 変 移 を 約 土 500Hz7 に メイ ン ユ ニッ ト の VR3 を 
調整 。 (周波 数 の 変更 は トー ン 周 波数 テー ブル を 
参照 ) 。 


b) TONE-2033E (オプ ショ 
TONE-7033E は 送信 の 初め に 約 1 秒間 1750HZ の ト 
ー ン を 発振 し ます 。 Q2 の コレ クタ ー を GND し て 連 
統 発 信 振 状態 に し ます 。 周 波数 カウ ンタ ー が 1750 
HZ で ある こと を 確認 。 周 波数 変 移 を 約 土 2.5KHZ に 
メイ ン ユ ニッ ト の VR3 を 調整 。 


2 コジ 9) 
に 約 1 


TONE ENCUDER model TNB-33 
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その 和信 


. TONE-2033E の 連続 発信 の 方 法 


リ ビ ピーター の シス テム に よっ て は 、TONE ス イッ チ 
を 押し た と きのみ リピ ー タ ー ト ー ン を 送出 す 場 合 が 
あり ます 。 こ の 様 な と さき に は C4(10uF) を ショ ー ト し 
て タイ ミン グ 回 路 の 動作 を 止め TONE ス イッ チ の PTT 

に MES が XSS22 に 3 

を 行う こと が で きま す 。 


・ ダイ アル の エン ドレ ス 方 式 へ の 変更 方 法 


出荷 時 の 本 機 の ダイ アル 動作 は バン ド エ ッ ジ で 停 
止 する 様 に な っ て いま す が 、 エ ンド レス 方 式 に する 
の に は イニ シャ ライ ズ 基 板 の 021(EDLS) を 追加 、 取 
付け る こと に より 可能 と な り ま す 。 


メモ リー バッ クア ッ プ 電 

本 機 の メモ リー は 和 隊 の 充電 方 式 の ニッ カド 電導 
に より パッ クア ッ プ され て いま す が 、 長 期間 御 使用 
に な ら な い 様 な 場合 は 液 漏れ 等 を 防止 する た め に 取 
外し て 下さ い 。 

完全 に 放電 し て し まっ た 場合 は 数 時 間 電 源 を 入れ 
た まま に すれ ば 、 充 電 さ れ ま す 。 


. 付属 マイ クロ フォ ン の 回 路 図 
本 機 の 付属 マイ クロ フォ ン の 回 路 図示 し ます 。 
コネ クタ ー の 接続 は セッ ト を 正面 か ら 見 た 図 で す 。 


・ ス キャ ン モ ー ド の 変更 方 法 


本 機 は 信号 の ある 所 で スト ッ プ し 、 信 号 が な く な 
る と 再 ス ター ト す る キャ リア スキ ャ ン 方 式 で す が 、 
信号 が な く な っ て 約 3 秒 遅れ て 再 ス ター ト す る ディ 
レイ スキ ャ ン 方 式 に する に は 、 コ ント ロー ル ユ ニッ 
ト の IC6 の ピン 6 番 (+) と ピン 7 番 (GND) に 2.2uF を 取付 
ける こと に より 可能 で す 。 (回 路 図 の C60) 


・ 疲 唱 視角 の 変更 方 法 


本 機 の 表示 部 は 液晶 の 特性 上 、 正 面 か ら 上 向き に 
80 度 が 視野 範囲 と な っ て いま す が 、 セ ッ ト の 下方 向 
か ら 表 示 部 を 見 る 場合 は 、 コ ント ロー ル ユ ニッ ト 部 
の R1 2.2K の 抵抗 値 を 小さ くす る こと に より 下方 向 
か ら の 視野 範囲 を 広げ る こと が で きま す 。 但 し この 
場合 は 上 方 向 か ら の 視野 範囲 は 狼 く な り ま す 。 
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1 . 一 般 
半導体 数 FET-6. Tr-20, IC-18, Diode-56, LCD-1 
VF07777* 10KHZ(Normal)/100KHz(Speed 0n)ry ト "2 トッ 7 方式 (エッ ト "L2 可 能 ) 
7 せり - 数 11 尋 りー (A=1 て 5。B=6>10、CALU) 
My ト tf7 7n ロ 7" パル (モリ り -5ch と 10ch 間 ) 
2 トド は ry 797′  VFO7727* と 同じ 
リー カキ ャ 2 AtB=1 て 10ch、A=1 て 5ch,。B=6>10ch、AxB=1<5ch (497* 可 能 ) 
電波 型式 F3 
7 ガイ 2【*- が 22 50Q 不 平衡 
電源 電圧 土 15%, - 接 地 
消費 電流 待 受 時 0.45A, 最大 音量 時 0.8A 
送信 :1 時 1.5A, 10W 時 3.0A 
動作 温度 範囲 -10 で て 60 で や ( 浴 晶 :0 て 50 や ) 
寸法 55mm( 高 )X162mm( 巾 )x182mm (奥行 ) 、 但 し 突起 物 を 含ま ず 
重量 1.7kg (本 体 の み ), 2.4kg (梱包 状態) 
梱包 寸法 100mW( 高 )X210mm( 巾 )x320mm( 奥 行 ) 
2 . 送信 部 
周波 数 範囲 430.010 て 439.990NHZ 
出 カ 10M(HIGH), 1W(LOM) 
変調 方 式 可変 72277 周 波数 変調 
最大 周波 数 信 移 土 5KHz 
不要 副 身 -60dB 以 下 
*"- タ -47 も 9 ト 土 5HHZ 
リー ター ト -〉 88.5HZ(67.0 て 230.5HZ)/ 土 500HZ 
3 . 受信 部 
周波 数 範囲 430.000~440.000HHz 
受信 方 式 ダ が MAZN 人 タイ 
中 間 周波 数 第 1:21.4HHZ, 第 2:455KHZ 
感度 1V 入 力 に 於 ける S/N 35dB 以 上 , 0.2/V 入 力 SINAD 12dB 以 上 
2 感度 0.15V 以 下 
通過 帯域 巾 土 6KHZ/-6dB 
選択 度 土 12.5KHZ/-60dB 
人 サ - ゲ 比 70dB 以 上 
低 周波 出力 2W 以 上 ,8O 負 荷 ,10% 歪 時 
RIT 1KHZ2727" / 土 人 が 人 7M2797" 周 波数 
REVERSE 送信 周波 数 を 受信 
4 . 付属 品 
Y 作 7 5000 ダ イボ?2 型 、UP/DOMN2127 付 
電源 7?-7" ル 1 本 
予備 ロー が 7A 位 
外部 化 "- カ 232” 17 
アッ ト 17 
人 類 4x12mmtM7 タ 9 ツゲ ビ 7 47 
平 7 メー 47 
ty ト 固 定 "4 27 
Y192 が ー 17 
が - 取 付 【"2 27 
取扱 説明 書 1 部 
回 路 図 1 部 
保証 書 1 部 
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9 . アマ チュ ア 無 線 局 免許 申請 書類 の 書き か た 


空中 線 10W 以 下 の ア マチ ュ ア 局 の 免許 又は 変更 申請 を する 場合 、 日 本 アマ チュ ア 無 線 連 盟 (JARL ) の 保証 
認定 を 受け る と 電波 管理 局 で 行う 落成 検査 (又は 変更 申請 ) が 省略 され 簡単 に 免許 され ます 。 


FMー- 7 0 3 3 を 使用 し て 保証 認定 を 受け る 場合 に 、 保 証 願 書 の 送信 系 統 図 の 蘭 に 登録 番号 (K 一 18 ) 又は 
送信 機 の 型 名 (FM 一 7 0 3 3 ) を 記載 すれ ば 送信 横 系 統 図 の 記載 を 省略 で きま す 。 


免許 申請 書類 の 工事 設計 書 の 送信 機 の 蘭 に は 下図 の 表 の 様 に 記入 し て くだ さい 。 


工事 設計 書 








22 工事 設計 














発射 可能 
な 電波 の | 430HH2 帯 
型式 ・ 周 

波数 の 範 
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変調 の 
Mg 斉 


M-57752 x1 
電圧 入 | 13.8V 20W V 
送信 補 中 | 使用 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 | 有 症 半 | A 有 ( 記 
| その 他 工 事 設計 | 


2977 変調 
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電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 。 添付 図面 日 送信 機 系 統 図 











FM- 7 0 3 3 送信 機 系 統 図 


430.000 - 440.000z 
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